
長崎大学２１世紀ＣＯＥプログラム 

「放射線医療科学国際コンソーシアム」最終報告会を開催 
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報告会会場の様子 

 

３月１日（木），文部科学省の重点支援事業により５年間の補助(７億７千万円)を受けた長崎大学

２１世紀ＣＯＥプログラム「放射線医療科学国際コンソーシアム」の学内最終報告会が，医学部ポン

ペ会館において，事業推進関係者ら６０名以上の参加のもとに開催されました。 

 ２００２年度（平成１４年度）に採択された本ＣＯＥプログラムが最終年度を迎え，「放射線生物

学・生命科学」，「原爆被爆者医療・疫学調査」，「国際医療協力・分子疫学」，「緊急被ばく医療・再生

医療・環境放射線」の４分野において計１４名の代表演者がこの５年間の活動成果の報告を行いまし

た。本ＣＯＥプログラムでは，各研究課題に沿った形で放射線生命科学や被ばく医療に関連する海外

研究拠点との間に幅広い国際コンソーシアムが形成され，優れた研究業績と人材育成が成し遂げられ

ました。今後は，従来の活動分野を更に発展させ，新たに放射線健康リスク評価・管理に関する基礎

研究と臨床研究を推進させる予定です。 

また，本学が国際社会において放射線医療科学分野における融合型教育研究の中核拠点となること

を目指し，次期のグローバルＣＯＥプログラムへ『放射線健康リスク制御国際戦略拠点』を申請中で

す。                              

（ＣＯＥ報告会実行ＷＧ）     

 

 

 

 

 


